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寺
住
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奮牟
≫

穂
持
寺

修
行
日
記

そ
の
後

成

田
隆

真

秋
も
深
ま
っ
た
平
成
３。
年

Ｈ
月
、
成
田
哲
員
は
方
行

（Ｉ
つ
あ
ん
）
の

役
目
か
ら
侍
真
寮

（
じ
し
ん
り
ま
３

に
転
役

（
て
ん
や
く
）
し
ま
し
た
。

「方
行
」
の
役
目
は
、
江
川
禅
師
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
侍
局
で
禅
師
様
の

身
の
回
り
の
お
世
話
を
さ
せ
て
頂
く
役
日
で
し
た
。

新
し
い
役
目
の

「侍
真
寮
」
は
、
大
祖
堂

（本
堂
）
に
お
い
て
、
朝
４

時
か
ら
行
う
朝
課

（ち
ょ
つ
か
。
朝
の
お
勤
め
）
の
準
備
を
行
い
、
朝
課
の

進
行
を
中
心
的
に
支
え
る
役
日
で
す
。
現
在
、
外
界
と
遮
断
さ
れ
、
毎

日
朝
課
の
法
要
の
進
行
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｈ
月

８
日
に
は
、
「
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
」
が
大
本
山
練

持
寺
で
開
催
さ
れ
、
私
も
曹
洞
宗
人
事
部
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

海
外

１５
カ
国
か
ら
３
０
０
人
が
来
日
し
、
９
日
に
は
、
世
界
平
和
祈
願

法
要
が
行
わ
れ
、
日
本
も
各
宗
派
か
ら
６
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

成
田
哲
員
は
、
侍
真
和
尚
と
し
て
法
要
の
中
で
、
生
き
生
き
と
役
目
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。

Ｈ
月
２５
日
、

２６
日
に
は
「龍
谷
寺

組
持
寺
参
拝
団
の
旅
」
が
行
わ
れ
、

龍
谷
寺
檀
信
徒
が
大
本
山
線
持
寺
へ
参
拝
に
出
か
け
、
成
田
哲
員
が

修
行
中
の
法
要
に
参
加
し
ま
し
た
。

早
朝
３
時
起
床
、
４
時
か
ら
坐
禅
、
大
祖
堂
で
は
龍
谷
寺
先
祖
供
養

の
お
経
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
朝
課
で
成
田
哲
員
は
三
方

に
経
典
を
入
れ
て
持
ち
、
経
本
を
掲
げ
、
素
早
い
動
き
で
侍
真
和
尚
と

し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
成
田
哲
員
は
、
本
山
行
事
が
忙
し
い
た
め
、
暮
れ
や
正
月
に
帰

寺
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
修
行
を
通
し
て
、
僧
侶
と
し
て

一
層

精
進
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「龍
谷
寺

線
持
寺
参
拝
団
の
旅
」
の
詳
し
い
報
告
は
、
次
号
の

「桜

楓
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平成30年 11月 26日 入本山紹持寺侍局にて

維那和尚に回向文を届ける成田哲員



第 8号平成 31年 1月 1日

・行事のご案内

。ご報告

・永代供養墓「縁」

・辣
薇
躊
鋏
欝
藉
麒
鸞
り

３
■
一
Ξ
纂
３‐。喘認

◎
福
衆
Ｃ
あ
わ
じ
観
音
特
別
法
要

●
サ
ロ
ン
・ド
・
マ
ル
シ
ェ

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
芳
桜
会
発
表
会

◎
第
２‐
回

芳
桜
茶
会

永代供養墓「縁」のご案内

ふ
く
　
じ
ゅ

一
桜
の
花
の
下
で
一
服
の
お
茶
と
、
福

衆
観
音
さ
ま
へ
の
心
安
ま
る
お
経
を
通

ｔ
て
生
き
る
幸
せ
を
感
じ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
も
サ
ロ
ン
・
ド

・

マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
厳
選
さ
・れ
た

食
品
や
趣
の
あ
る
品
物
が
並
び
ま
す
。

一
般
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

饒鋏龍谷寺
えにし

成田隆真の長女、守屋有希さんと和樹さんの間に第一子とな

る希美 (のぞみ)ちゃんが 7月 30日 に 2828クで生まれました。

生まれた時から愛らしく髪の毛は黒々として成田家の人気者。

有希さんは、「元気な産声をあげてくれた奇跡に感動しました。

ご′心配をしてくださった全ての方々に大変感謝しています。愛お

しい我が子の命に責任を持って、私たちは一生懸命大切に育て

ていきたいと思いますJと話しています。

龍
谷
寺
永
代
供
養
墓

「縁
」
は
、
継
承
者
が
い
な
い

方
で
も
、
安
心
し
て
納
骨
が
で
き
ま
す
。

龍
谷
寺
で
は
、

３３
同
忌
ま
で
責
任
を
持
っ
て
供
養
を

い
た
し
ま
す
。
春
、
秋
、
お
盆
な
ど
の
法
要
に
は
、
い」
自

由
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
前
の
お
申
込
み
も
お
受
け
し
ま
す
。
納
骨
は

３５
万
円
か
ら
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
永
代
供
養
料

の
み
で
、
永
代
使
用
料
、
管
理
料
は
不
要
で
す
。

龍
谷
．す
「大
般
若
祈
祷
会
」
？
Ｌ案
内

日
時
／
平
成
３‐
年
１
月
１４
日
（祝
ｏ月
）
午
前
１０
時
か

‐
ら

大
般
若
祈
祷
会
は
、
龍
谷
寺
に
伝
わ
る
「大
般
若
経
」

６
０
０
巻
を
転
読
す
る
も
の
で
す
。
『大
般
若
経
』
は

，
０
０

巻
に
も
な
る
の
で
、
全
て
正
し
く
読
む
の
は
至
難
の
業
で
す
一

そ
こ
で
略
し
て
読
む
「転
読

（て
ん
ど
く
×
経
本
を
バ
ラ
パ
ラ

と
左
右
や
前
後
に
振
る
よ
う
に
す
る
」
を
し
、

，こ
の
転
読
の
際

に
出
る
風
に
当
た
る
と
、
１
年
間
は
無
病
息
災
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
「
皆
さ
ま
の
ご
来
寺
を
お
待
‐ち

ｔ
ｒ
●

‐ま‐
す
ず

祈
薪
絵
催
ｔ
合
咽

‐
‐
裕
側
・で

一ヽ一つ
ギ
‘

‐‐ろ‐‐‐の
，

）一ザ

‐ュオ
（，
一
〉

に
よ
る
懐
か
し
い
ジ
ャ
ズ
の
音
一色
を
お
楽
し
・み
頂
き
ま
す
ｆ

綺鰈豚又碧屏

合
田
裕
則
さ
ん
は
、
大
学
時
代
よ

り
本
格
的
に
ジ
ャ
ズ

・
ピ
ア
ノ
に
取

り
組
み
、
卒
業
後
は
某
商
社
の
営
業

マ
ン
に
な
る
も
、
立
曰
楽
へ
の
情
熱
は

さ
め
る
こ
と
な
く
、

５０
歳
を
機
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、

音
楽

一
筋
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

ヤ
マ
ハ
ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

・
コ

ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
個
人
賞
受
賞
。

・
名
古
屋
芸
術
大
学

講
師

・
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
東
海

ヤ
マ
ハ
伏
見
音
楽
セ
ン
タ
ー
講
師

希美 (のでみ)ちゃた



第 8号平成 31年 1月 1日

・寺ミル体験

・御朱印のご案内

。日進桜楓霊苑 攣踪

御
朱
印
帳

幸

学

拳

警

を

サ
冬
鶏

警

幸

警

姜

キ

を

キ

÷

番

を

を

÷

善

争

壺

寺

÷

晏

を

手

÷

幸

幸

幸

奮

警

拳

幸

警

争

春は桜、秋は楓の舞う日進桜楓霊苑は、開苑

以来22年が経ち、約 1000基のお墓が建立さ

れています。当代の住職は38世の成田隆真、

36世の成田芳髄は曹洞宗管長と曹洞宗大本

一 山線持寺貫首 (横浜市鶴見区)を務めました。

南向きの霊苑はお参りの方が絶え哄 花の香

「鰊
澤
ン
悛
薇
と
茶
嬢
鼈
聰
鶉
」

宗教は問いません (ただし、当寺の認める

宗教 )。 第 1ブロックから第 5ブロックまで様々

な広さのお墓があります。

お墓の建立をお考えの方は霊苑現地案内

所、または龍谷寺までお問い合わせください。

÷

争

を

書

警

肇

キ

を

書

暑

姜

舎

÷

手

を

警

争

幸

誉

２
月
９
日
（土
）
牛
ユ則
ｌｏ
時
か
ら
‐２
時

江
戸
時
代
に
描
か
れ

た
寺
宝

「
温
槃

図
」
を

展
覧
後
、
禅
寺
で
の
座

禅
と

一
服
の
お
茶
を
頂

き
ま
す
。
静
け
さ
の
中

で
自
分
を
振
り
返

っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
用
．／

服

　

装
・／

定
　
　
回貝
／

申
し
込
み
／

最
近
、
御
朱
印
帳
を
持
っ
て
、
来

寺
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
御
朱

印
は
、
日
本
各
地

の
寺
院
や
神
社

に
お
い
て
、
主
に
参
拝
者
向
け
に
押

印
さ
れ
る
印
章
の
こ
と
で
す
。

龍
谷
寺

の
観
音
堂

に
は
、
秩
父

三
十
三
観
音
、
坂
束
三
十
三
観
青
、

西
国
三
十
二
観
音
の
計
百
観
音
の

御
朱
印
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

龍
谷
寺
如
意
輪
観
音
を
お
参
り

す
る
こ
と
は
、
秩
父
、
坂
束
、
西
国

の
観
音
様
に
も
お
参
り
出
来
、
いＬ
利

益
が
あ
り
ま
す
。

龍
谷
寺
に
は
、
如
意
輪
観
音
の
ほ

か
、
南
無
釈
迦
牟
尼
佛
と
道
了
尊
、

福
衆
観
音
の
御
朱
印
が
あ
り
ま
す
。

御
朱
印
を
集
め
て
い
る
方
は
、
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

進
∫
款
ま
つ

り
と

~

翔
東
ブ`
ザ
鬱
Å
八
囀
し`

大
人
１
人

・
・
・
‥

・
・
…

。
１
、
０
０
０
円

小
人

（小
学
６
年
生
ま
で
）

・
‥

・
５
０
０
円

靴
下
着
用
、
座
禅
が
で
き
る
ゆ
っ
た
り
し
た
服
装

２。
人

受
付
中

（メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
）

メ
ー
ル

●
〓
ｏ
●
〓
Ｘ
く
０
日
ｏ
・８
５
要
・５
■
も

龍
谷
寺

８
０
５
６
１

（７
２
）
０
０
１
２

隕
御
朱
印
集
め
て
今
年
の
福
祈
る

は
一

「道
了
秋
ま
つ
り
と
日
東
バ
ザ
ー
」
が
昨
年
１０
月
２７
日

（土
）
、
龍
谷

寺
境
内
と
日
東
保
育
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
道
了
大
薩
埋
の
法
要

が
行
わ
れ
た
後
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
サ
ロ
ン
・
ド

・
マ
ル
シ
ェ
、
日

東
保
育
園
の
バ
ザ
ー
に
、
た
く
さ
ん
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
自
ら
選
ん
だ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
楽
し
そ
う
に

ゲ
ー
ム
に
参
加
、
み
な
さ
ん
秋
の
１
日
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

平
成
３‐
（
２
０
１
９
）
年
は
１０
月
２６
日

（■
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

りが漂う明るい霊苑で丸

お■う|■ ■ふ|‐う |お問,い合わせ/現地案内所|く,47010102月姉 藤島町寺下申12'番地)

1函函101210151454131
1受付1時FE5/午前1101時 |～午後141時 |

|た

'10516117121514514
(定休日/毎週1火■1水曜日)

靱|ヨ迫1桜1楓1霊1苑



第 8号平成 31年 1月 1日

・年間行事のごあんない

ぞ 角
14 3  1
日 日 日

祝 水 祝

月 木 火

鳴 蟷

２
月
１
日
（金
）

～
‐５
日
（金
）

９
日
（土
）

Ｈ
日
（祝
・
月
）

‐５
日
（金
）

３
月
２‐
日
（祝
ｏ木
）

３
月
３‐
日
（日
）

４
月
２‐
日
（日
）

７
月
６
日
（土
）

８
月
１
日
（木
）

～
‐４
日
（水
）

‐５
日
（木
）

９
月
２３
日
（祝
・
月
）

１。
月
２６
日
（土
）

Ｈ
月
２３
日
（祝
・土
）

‐２
月
１
日
（
日
）

８
日
（
日
）

３‐
日
（火
）ｍ^

藝

|=経 |■苺,1

元
旦
祈
祷

年
始
受
付
、
平
成
３‐
年
法
事
受
付

成
人
の
日

午
前
１０
時
か
ら

大
般
若
祈
祷
会
　

，一啄
）

難
苺

涅
槃
図
展
覧

寺
ミ
ル

「
お
寺
で
坐
禅
と
茶
の

開
山
忌

験
」
午
前
１０
時

涅
槃
会

（ね
は
ん
え
。
お
釈
迦
様
が
亡
く
な
ら
れ
た
日
）

春
分
の
日

午
前
１０
時
か
ら

春
彼
岸
会
法
要

第
２‐
回
芳
桜
茶
会

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

福
衆
春
ま
つ
り

藤
島
弘
法

日
東
夏
祭
り

盆
棚
経

盆
大
施
餓
鬼
会

秋
分
の
日

秋
彼
岸
会

道
了
秋
ま
つ
り

・
日
東
バ
ザ
ト

水
子
供
養
会

永
代
供
養
墓

「縁
」
供
養
会

午
前
１０
時
か
ら

成
道
会

（お
釈
迦
様
が
悟
り
を
開
い
た
日
）

除
夜
の
鐘
打
鐘

午
後
Ｈ
時
４５
分
か
ら

今
年
も
１
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
、
家
庭
円
満
を
願

う
大
般
若
祈
祷
会
を
厳
修
し
ま
す
。
法
要
終
了
後
は
、

無
病
息
災
を
願
っ
て
、
恒
例
の

「大
根
炊
き
」
と

「甘
酒
」

を
振
舞
い
ま
す
。

【
日
　
時
】
平
成
３‐
年

１
月
１４
日
（祝
・月
）
午
前
１０
時
か
ら

そ
よ
風
に
花
の
香
り
が
運
ば
れ
る
龍
谷
寺
境
内
で
、

一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

平
成
３‐
年
３
月
３‐
日
（日
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

【
お
茶
券
】

前
売
り
券
は
２
月
ご
ろ
か
ら
販
売

一
席

６
０
０
円
　
一
一席

１
、０
０
０
円

◎
当
日
は
一
席
券
の
み
販
売
し
ま
す
。

【
同
時
開
催
】

写
経
奉
納
会
、
梅
花
流
詠
讃
歌
奉
詠

芳
桜
子
ど
も
日
本
舞
踊
教
室
発
表

芳
桜
会
ピ
ア
ノ
教
室
発
表

平
成
３‐
（２
０
１
８
年

５
月
２２
日
（水
）か
ら
２３
日
（木
）

熊
本
県

熊
本
産
業
展
示
場
「グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
」

:1薔::|;‡ ::|‡ |‡ :′

:     ,議 1

1轟 揉雛

龍谷寺

オリジナル絵馬

会 期

場 日

■

※
詳
し
く
は
龍
谷
寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
８
０
５
６
１
（
７
２
）
０
０
１
２

雲
興
山

龍
谷
寺

〒

４

７

０

ｏ
０

１

０

２

愛
知
県
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